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「
版
画
は
も
と
も
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
密
接
に

関
係
し
て
い
た
ん
で
す
よ
」
と
、
学
芸
員
の
滝
沢

恭
司
さ
ん
は
笑
顔
で
言
い
ま
す
。単
純
に
言
え
ば
、

人
気
こ
そ
評
価
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
な
ん
で
す
。

　

多
く
の
人
に
作
品
を
届
け
る
に
は
、
洋
の
東
西

を
問
わ
ず
、
庶
民
（
つ
ま
り
我
々
で
す
ネ
）
の
好

み
や
意
識
が
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

写
真
は
歌
川
広
重
の
『
東
海
道
五
拾
三
次　

庄

野　

白
雨
』。

　

雨
や
竹
や
ぶ
の
表
現
が
見
事
な
こ
の
作
品
で
す

が
、
な
ん
と
広
重
は
舞
台
で
あ
る
、
三
重
県
鈴
鹿

市
の
庄
野
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。『
東

海
道
五
拾
三
次
』
は
、当
時
人
気
の
画
題
で
し
た
。

　

先
に
発
表
さ
れ
た
作
品
を
ベ
ー
ス
に
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
工
夫
を
加
え
て
完
成
さ
せ
た
の
で
す
。

　

浮
世
絵
の
表
現
が
多
様
化
し
、
先
鋭
化
し
て

い
っ
た
の
は
、
買
い
手
の
好
み
を
反
映
し
、
ラ
イ

バ
ル
の
表
現
を
取
り
入
れ
、
上
を
い
こ
う
と
工
夫

　

毎
年
一
回
、
一
二
月
に
開
催
さ
れ
る
、
大
学
生

の
版
画
の
祭
典
「
全
国
大
学
版
画
展
」。

　

一
九
八
七
年
の
国
際
版
画
美
術
館
開
館
以
来
、

毎
年
欠
か
さ
ず
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
選
り
す
ぐ
り
の
作
品

は
、
手
法
、
テ
ー
マ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
と

て
も
刺
激
的
で
す
。

　

例
え
ば
女
子
美
術
大
学
短
期
大
学
部
専
攻
科
の

「
マ
ン
ガ
」
を
楽
し
む
よ
う
に
、

「
ハ
ン
ガ
」
を
楽
し
も
う
！

版
画
を
見
る
！

世
界
の
版
画
が
集
ま
る
日
本
随
一
の
美
術
館

町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館

国
内
最
大
級
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
グ
ラ
ス
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ほ
か 

町
田
市
立
博
物
館

大
学
生
も
版
画
し
て
ま
す
！ 

全
国
大
学
版
画
展

す
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

か
ら
な
ん
で
す
。
こ
こ
で
思
い
起
こ
す
の
は
、
現

代
の
「
マ
ン
ガ
」。
い
ろ
ん
な
作
家
や
編
集
部
（
版

元
）
が
、
多
く
の
読
者
に
読
ん
で
も
ら
お
う
と
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
表
現
）
や
ス
ト
ー
リ
ー
（
画
題
）

に
日
々
工
夫
を
凝
ら
す
の
に
似
て
い
ま
す
。

　
「
ハ
ン
ガ
は
、マ
ン
ガ
だ
。」
少
し
乱
暴
で
す
が
、

そ
う
考
え
て
み
る
と
、
版
画
が
も
っ
と
身
近
な
も

の
に
な
り
そ
う
で
す
。

木
下
さ
ん
は
、あ
じ
さ
い
に
み
た
て
た
自
画
像（
写

真
上
）、
大
嶋
さ
ん
は
「
セ
ミ
」
を
題
材
に
し
た

作
品
（
写
真
下
）
と
、
自
由
な
発
想
の
作
品
が
集

ま
り
ま
す
。
気
に
入
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
た
ま

ご
た
ち
の
作
品
を
手
頃
な
値
段
で
買
え
る
の
も
お

楽
し
み
。
才
能
を
自
分
で
発
掘
す
る
喜
び
が
あ
り

ま
す
ね
。

古
今
東
西
の
美
術
工
芸
品
に

町
田
で
会
え
る

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
が
、
町
田

市
立
博
物
館
に
は
国
内
最
大
級
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・

グ
ラ
ス
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

学
芸
員
の
齊
藤
さ
ん
は
「
造
形
の
美
し
さ
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
工
芸
品
が
登
場
し
た
背
景

に
注
目
す
る
と
、
よ
り
興
味
が
深
ま
り
ま
す
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

実
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ガ
ラ
ス
工
芸
に
は
、
今

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
開
発
戦
争
並
み
の
技
術
戦
争

が
あ
っ
た
の
だ
そ
う
。
一
五
〜
一
六
世
紀
頃
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
ガ
ラ
ス
工
芸
と
い
え
ば

イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
チ
ア
が
本
場
。

　

透
明
な
ガ
ラ
ス
を
作
る
技
術
は
門
外
不
出
だ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
国
や
地
域
が
何
と
か

し
て
技
術
を
盗
も
う
と
し
た
り
、
研
究
を
重
ね
て

新
し
い
技
法
を
生
み
出
し
た
り
し
た
そ
う
で
す
。

　

一
九
世
紀
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
グ
ラ
ス
に
特
徴
的

に
見
ら
れ
る
「
色い
ろ
き被
せ
」
の
技
法
も
、
そ
う
し
た

「
企
業
努
力
」
の
た
ま
も
の
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
ガ
ラ
ス
を
見
る
目
も
変
わ
り

そ
う
で
す
。

　

博
物
館
に
は
、
ガ
ラ
ス
工
芸
以
外
に
も
、
東
南

ア
ジ
ア
陶
磁
器
や
大
津
絵
の
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
す
。本
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る「
青

花
鳥
文
瓢
形
瓶
」
は
、東
南
ア
ジ
ア
陶
磁
の
白
眉
で
、

卵
色
の
肌
に
美
し
い
青
で
鳥
を
描
い
た
優
雅
な
水

注
で
す
。
美
し
い
青
の
顔
料
を
遥
か
遠
く
ア
ジ
ア

か
ら
取
り
寄
せ
高
度
な
技
術
で
発
色
さ
せ
た
高
級

品
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
王
侯
貴
族
の
た
め
に
作

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
大
津
絵
」
と
は
、
江
戸
時
代
に
滋
賀
県

大
津
で
お
土
産
物
と
し
て
作
ら
れ
た
絵
画
の
こ

と
。
な
か
で
も
「
鬼
の
念
仏
」
は
、
人
気
の
あ
っ

た
画
題
で
す
。
大
津
絵
で
は
、
絵
画
の
部
分
だ
け

で
な
く
周
囲
の
表
装
部
に
貼
ら
れ
た
布
も
見
ど
こ

ろ
で
、
本
ペ
ー
ジ
右
の
作
品
で
は
、
木
綿
の
更
紗

や
縞
模
様
と
い
っ
た
庶
民
に
も
親
し
み
や
す
い

裂き
れ
じ地

が
表
装
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
、
た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
は
わ
か

ら
な
い
作
品
の
裏
側
を
知
る
お
話
は
、
展
覧
会
の

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
か
れ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ト
ー
ク
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

D A T A

■住所：町田市原町田 4-28-1　
■電話：042-726-2771
■アクセス：JR 横浜線・小田急線町田
駅より 徒歩約 15 分
■開館時間：平日 10：00 ～ 17：00
土・日・祝日 10：00 ～ 17：30　
■休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）、
年末年始（12/28 ～ 1/4）、臨時休館日あり
■ウェブサイト
http://hanga-museum.jp

D A T A
■住所：町田市本町田3562　■電話：042-726-1531
■アクセス：町田バスセンターより神奈川中央交通バス町
41系統などで15分、「市立博物館前」下車、徒歩7分
■開館時間：9：00～16：30　
■休館日：月曜日（祝日の場合はその翌日）
年末年始（12/28～1/4）、展示替期間
■ウェブサイト：http://www.city.machida.tokyo.jp/
bunka/bunka_geijutsu/cul/museum/hakubutukan_
top.html

東南アジア陶磁器
『青花鳥文瓢形瓶』
ベトナム　15 ～ 16 世紀

ボヘミアン・グラス
『蓋付大ゴブレット』
ボヘミア　19 世紀

大
津
絵
『
鬼
の
念
仏
』
日
本
　
江
戸
時
代

木版画『東海道五拾三次　庄野　白雨』（歌川広重）

大学版画学会展覧会事務局ウェブサイト（大学版画学会
ウェブサイト）http://www.cuapsj.org/exhibition.html

工
芸
品
を
見
る
！
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自
由
民
権
運
動
家
が
、
銀
行
業
も
や
っ
て
い
た

な
ん
て
、
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？　

　

写
真
は
「
武
相
銀
行
」
と
い
う
、
町
田
市
で
最

初
に
設
立
さ
れ
た
私
立
銀
行
の
書
類
箱
。

　

相
原
村
の
大
名
主
で
自
由
民
権
運
動
に
熱
心

だ
っ
た
青
木
勘
次
郎
と
い
う
人
物
が
頭
取
に
な
っ

て
、
農
家
の
事
業
拡
大
、
経
済
的
自
立
を
支
援
す

る
目
的
で
設
立
し
た
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
よ
か
れ
と
思
っ
て
は
じ
め
た
融
資

が
、
時
の
政
府
の
デ
フ
レ
対
策
で
起
き
た
不
況
に

よ
っ
て
焦
げ
つ
き
、
武
相
銀
行
は
農
民
か
ら
「
貸
し

剥
が
し
」を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
皮
肉
な
事
態
に
。

　

ど
う
で
す
、
ど
こ
か
で
最
近
聞
い
た
よ
う
な
話

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

町
田
市
の
自
由
民
権
運
動
は
、
思
想
だ
け
で
な

く
当
時
の
社
会
や
経
済
と
結
び
つ
い
て
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
動
い
て
い
ま
し
た
。

　

自
由
民
権
資
料
館
の
資
料
は
、
そ
の
動
き
を
伝

え
て
く
れ
ま
す
。
毎
週
土
曜
日
に
は
、
学
芸
員
が

説
明
し
て
く
れ
ま
す
よ
。

町
田
の
歴
史
を

掘
り
起
こ
す
週
末

　

夜
七
時
。
神
社
の
境
内
に
あ
る
神
楽
殿
に
、
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
「
こ
ん
ば
ん
は
ー
」「
お
ー
、
お
つ
か
れ
ー
」。

　

大
人
た
ち
も
や
っ
て
き
て
、
真
っ
暗
な
境
内
の

中
で
、
そ
の
集
会
所
だ
け
明
る
く
、
賑
や
か
。

　

こ
こ
は
、
矢
部
町
の
箭や
が
ら幹
八
幡
宮
。

　

こ
れ
か
ら
「
矢
部
の
獅
子
舞
」
の
稽
古
が
始
ま

り
ま
す
。「
矢
部
の
獅
子
舞
」
は
古
く
か
ら
伝
わ

る
踊
り
で
、
一
説
に
は
戦
国
時
代
か
ら
は
じ
め
ら

れ
た
と
言
わ
れ
る
由
緒
正
し
い
踊
り
で
す
。

　

こ
の
獅
子
舞
は
、
町
田
市
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
九
月
に
、
子
ど
も
た
ち

四
人
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
る
獅
子
舞
が
町
内
を
訪
問

し
、
踊
り
を
奉
納
し
ま
す
。

　

そ
の
奉
納
の
稽
古
が
、
毎
週
、
箭
幹
八
幡
宮
の

境
内
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
も
う
踊
り
は
覚
え
た
か
な
。
じ
ゃ
あ
通
し
で

や
っ
て
み
よ
う
」。
矢
部
八
幡
宮
獅
子
舞
保
存
会

の
代
表
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
指
導
も
務
め
る

鈴
木
昭
男
さ
ん
の
一
声
で
、
み
ん
な
が
集
中
し
ま

す
。
獅
子
舞
を
舞
う
男
の
子
、
笛
を
吹
く
女
の
子

の
両
者
が
息
を
合
わ
せ
、
稽
古
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
獅
子
舞
保
存
会
は
、
永
年
、
市
の
各
種
の

事
業
へ
の
出
演
や
地
域
伝
統
文
化
の
継
承
な
ど
の

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
功
績

を
認
め
ら
れ
、
二
〇
一
二
年
に
地
域
文
化
功
労
者

表
彰
（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

獅
子
舞
の
保
存
を
通
じ
て
、
地
域
が
ず
っ
と
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。

地
域
を
つ
な
ぎ
、
守
る
獅
子
舞

矢
部
八
幡
宮
獅
子
舞
保
存
会

　

バ
ス
停
か
ら
坂
を
上
が
っ
て
約
一
〇
分
。
こ
こ

本
町
田
遺
跡
公
園
は
一
九
六
七
〜
一
九
六
八
年
に

発
掘
さ
れ
た
遺
跡
が
あ
る
場
所
で
す
。

　

当
時
と
し
て
は
他
に
あ
ま
り
例
の
な
い
、
縄
文

時
代
前
期
と
弥
生
時
代
中
期
と
い
う
二
つ
の
離
れ

た
時
代
の
集
落
が
、
同
じ
場
所
で
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
本
町
田
の
高
台
は
い
つ
の
時
代
も
暮
ら
し
や

す
い
の
で
し
ょ
う
。

　

現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
住
居
が
一
軒
ず

つ
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

る
の
か
は
、
公
園
に
併
設
さ
れ
た
本
町
田
遺
跡
ガ

イ
ダ
ン
ス
ル
ー
ム
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

縄
文
・
弥
生
か
ら
続
く

「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」 
本
町
田
遺
跡
公
園

自
由
民
権
運
動
が
作
っ
た

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス 

自
由
民
権
資
料
館

D A T A
■住所：町田市本町田 3455
■電話：042-726-1531
　※町田市立博物館が問い合わせ

先になります。
■アクセス：町田バスセンター
より神奈川中央交通バス町 41
系統などで 15 分、「市立博物
館前」下車、徒歩 7 分
■開館時間：9：00 ～ 16：30
■休館日：月曜日
■ウェブサイト：

http://www.city.machida.tokyo.
jp/bunka/bunka_geijutsu/cul/
museum/hakubutukan_top.html

高ヶ坂石器時代遺跡（高ヶ坂）
田端環状積石遺構（小山町）
青木家屋敷（相原町）
小山田 1 号遺跡（小山田桜台）
本町田遺跡（本町田）
西谷戸横穴墓群（三輪緑山）

下三輪玉田谷戸横穴墓群（三輪町）
（通称）代官屋敷（金井）
木曽一里塚（木曽西）
白坂横穴墓群（三輪町）
通称 鎌倉井戸（山崎町）
白洲次郎・正子旧宅（能ヶ谷）

町田市考古資料室
町田市内の遺跡から発掘された出土品の展示コーナーと
発掘報告書を収蔵した図書コーナーで町田の歴史を探ろう！
■住所：町田市下山田町 4016　■電話：042-797-9661
■アクセス：町田バスセンターから神奈川中央交通バス町 29 または町 38 な
どで、「市立室内プール」下車、徒歩 10 分
■開室時間：10：00 ～ 16：00
■開室日：7・8 月…土・日・祝日
　　　　　7・8 月以外…毎月第 2・第 4 土・日曜日および祝休日
　　　　　（12 月 28 日～ 1 月 4 日は休室）
■ウェブサイト：http://www.city.machida.tokyo.jp/bunka/bunka_geijutsu/
cul/cul08.html

■ウェブサイト：http://www.city.machida.tokyo.jp/bunka/bunka_geijutsu/
bunkazai/index.html

町田市の史跡

もっと町田の歴史を楽しみたい！

金井獅子舞
（金井町　八幡神社）
丸山獅子舞

（相原町　諏訪神社）
矢部八幡宮獅子舞

（矢部町　箭幹八幡宮）
大戸囃子

（相原町　八雲神社）
三ツ目囃子

（小山町　日枝神社）

町田市の
無形民族文化財

三
人
の
獅
子
が

太
鼓
を
た
た
く

武相銀行の書類箱

D A T A
■住所：町田市野津田町 897　
■電話：042-734-4508　
■アクセス：町田駅バス停（小田急線北口新宿寄
り）より神奈川中央交通バス町55系統などで16分、
「袋橋」下車 1 分、小田急線鶴川駅より神奈川
中央交通バス鶴 33 系統などで 7 分、「綾部入口」
下車、徒歩 2 分
■開館時間：9：00 ～ 16：30
■休館日：月曜日（祝日場合はその翌日）、年末年始（12/28 ～ 1/4）、特別休館日あり
■入館料：無料
■ウェブサイト：http://www.city.machida.tokyo.jp/bunka/bunka_geijutsu/cul/
cul03/index.html
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街
中
に
響
く
の
は
、

世
界
レ
ベ
ル
の
「
音
」

ア
ー
ト
も
、
エ
ン
タ
メ
も
。

町
田
で
楽
し
め
る
舞
台
芸
術

海
外
公
演
も
こ
な
す
名
門

町
田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

町
田
発
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　

指
揮
者
・
荒
谷
俊
治
さ
ん
が
タ
ク
ト
を
振
り
下

ろ
し
た
瞬
間
、
重
厚
な
音
楽
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

町
田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
は

一
九
七
四
年
に
設
立
さ
れ
た
歴
史
あ
る
市
民
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
。
一
〇
〇
人
を
超
え
る
楽
団
員
を
抱

え
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
実
力
は
折
り
紙
つ
き
で
、

二
〇
〇
〇
年
に
は
ド
イ
ツ
の
首
都
ベ
ル
リ
ン
で
の

海
外
公
演
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

楽
団
員
は
、
毎
週
厳
し
い
練
習
に
励
み
、
年
二
回

の
定
期
演
奏
会
や
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、バ
レ
エ
団
体
等
と
共
演
し
た
り
、

市
民
セ
ン
タ
ー
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
り
す
る

な
ど
地
域
に
活
き
た
音
楽
を
届
け
て
い
ま
す
。

　
「
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
は
高
い
レ
ベ
ル
を

保
ち
続
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
は
、
運
営
委

員
長
の
友
田
昭
博
さ
ん
。
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な

ど
楽
器
経
験
者
を
中
心
に
、
プ
ロ
も
在
籍
し
て
い

る
こ
の
本
格
的
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
今
日
も
本

場
の
音
楽
を
町
田
市
に
響
か
せ
て
い
ま
す
。

　
「
も
っ
と
声
を
飛
ば
し
て
ー
！　

全
然
届
か
な

い
よ
」。
先
生
の
大
き
な
声
に
「
は
い
っ
！
」
と

元
気
よ
く
応
え
る
子
ど
も
た
ち
。
鶴
川
第
二
小
学

校
・
鶴
川
第
二
中
学
校
は
、
こ
こ
数
年
で
「
全
国

レ
ベ
ル
の
合
唱
の
学
校
」
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

鶴
川
第
二
小
学
校
は
二
〇
一
二
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全

国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
東
京
都
コ
ン
ク
ー
ル

で
金
賞
を
受
賞
。
鶴
川
第
二
中
学
校
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
文
部
科
学
大
臣
賞
（
全
国
一

位
）。
鶴
川
第
二
小
学
校
の
合
唱
指
導
を
担
当
す

る
真
鍋
な
な
子
先
生
と
、
鶴
川
第
二
中
学
校
の
合

唱
を
指
導
す
る
真
鍋
淳
一
先
生
。
一
組
の
夫
婦
の

取
り
組
み
か
ら
は
じ
ま
っ
た「
歌
声
の
響
く
学
校
」

の
動
き
は
、
町
田
全
体
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
や
大
学
生
に
よ
る
舞
台
芸
術
が
盛
ん
な
の

も
、
町
田
市
の
特
色
。

　

市
民
劇
団
の「
劇
団
マ
チ
ダ
ッ
ク
ス
」で
は
、「
パ

ワ
ー
マ
イ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
、
体
を
使
っ
た
表
現

を
中
心
と
し
た
演
劇
を
行
っ
て
お
り
、
年
齢
や
経

験
を
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
桜
美
林
大
学
演
劇
コ
ー
ス
で
は
、
敷
地

内
の
小
劇
場
で
、
レ
ベ
ル
の
高
い
演
劇
作
品
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
玉
川
大
学
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・

ア
ー
ツ
学
科
で
も
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
の
作
品

を
、
毎
年
大
学
祭
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

町
田
市
が
「
演
劇
の
聖
地
」
に
な
っ
た
ら
、
楽

し
い
で
す
ね
！

　

日
本
の
バ
レ
エ
黎
明
期
に
活
躍
し
た
バ
レ
リ
ー

ナ
で
あ
り
、
町
田
バ
レ
エ
連
盟
代
表
の
谷
口
登
美

子
さ
ん
が
始
め
た
の
が
「
ま
ち
だ
全
国
バ
レ
エ
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
す
。

　

二
〇
一
二
年
に
第
一
二
回
目
を
迎
え
た
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
第
一
回
目
よ
り
ロ
シ
ア
か
ら
著
名

な
審
査
員
を
招
き
、
全
国
各
地
か
ら
参
加
者
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
国
際
バ
レ

エ
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
菅
井
円
加
さ
ん
も
、

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
者
で
し
た
。

　

公
開
審
査
で
す
か
ら
、
未
来
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ

の
踊
り
を
観
に
来
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

二
〇
一
二
年
に
第
三
七
回
を
迎
え
た
「
全
国
町

田
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」。
町
田
を
舞
台
に
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
、
幼
児
か
ら
大
学
院
研
究
科
の

学
生
ま
で
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
、
七
つ
の
部
門
に
わ

か
れ
、
技
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

主
催
す
る
町
田
市
音
楽
協
会
は
、
市
内
の
ピ
ア

ノ
の
先
生
な
ど
が
集
ま
っ
て
作
っ
た
団
体
で
す
。

「
本
当
に
手
作
り
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ん
で
す
、
昔

も
今
も
」
と
話
す
の
は
、
同
協
会
の
代
表
三
上
希

予
子
さ
ん
。
苦
労
の
甲
斐
も
あ
り
、
ブ
ラ
ー
ム
ス

国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
三
位
入
賞
し
た
山
口
友

由
実
さ
ん
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が

町
田
か
ら
飛
び
出
せ
プ
リ
マ 

ま
ち
だ
全
国
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル

市
民
も
学
生
も
元
気
！ 

市
民
劇
団
・
大
学
演
劇

全
国
か
ら
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
集
ま
る
ま
ち 

全
国
町
田
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

　

芹
ヶ
谷
公
園
の
そ
ば
に
稽
古
場
を
構
え
る
音
楽

座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
今
年
二
五
年
目
を
迎
え
た

日
本
を
代
表
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇

団
で
す
。

　
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
と
ん
だ
宇
宙
（
ソ
ラ
）
ま
で
と

ん
だ
」
で
旗
揚
げ
し
、
文
化
庁
芸
術
祭
賞
や
紀
伊

國
屋
演
劇
賞
な
ど
、数
多
く
受
賞
し
て
き
ま
し
た
。

　

二
〇
一
二
年
四
月
よ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
よ

り
身
近
な
演
劇
に
な
る
よ
う
に
、
公
演
開
催
ま
で

の
稽
古
の
過
程
を
見
学
で
き
る
「
稽
古
場
見
学
事

業
」
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
町
田
市
か
ら
活
力

あ
る
生
き
方
を
発
信
し
て
い
こ
う
と
、
同
年
四
月

か
ら｢

音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
キ
ッ

ズ
）｣

を
、
同
年
九
月
か
ら
六
〇
歳
以
上
を
対
象

に
し
た「
シ
ニ
ア
Ｇ
Ｌ
Ｅ
Ｅ（
グ
リ
ー
）」も
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
感
動
を
、
町
田
市
で
気
軽
に

親
し
め
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

学
校
か
ら
町
田
へ
歌
声
は
響
く
町
田
市
立
鶴
川
第
二
小
学
校

町
田
市
立
鶴
川
第
二
中
学
校

参
加
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

無
料
で
観
る
こ
と
が
で
き
る
受
賞
者
コ
ン
サ
ー

ト
も
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
会
場
に

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町田市民ホール
町田市民ホールでは、年間を通じて、コ
ンサート・演劇等各種主催事業や市民
協働事業を実施するほか、施設の貸し
出しも行っています。
■住所：町田市森野 2-2-36
■電話：042-728-4300
■アクセス：小田急線町田駅　徒歩約 7 分、
　　　　　　JR 横浜線町田駅から徒歩約 10 分
■受付時間：8：30 ～ 17：00
■休館日：第 1、第 3 月曜日（祝日の場合はその翌日）、
　　　　　年末年始（12/28 ～ 1/4）
■ウェブサイト：http://www.m-shimin-hall.jp/

市内で音楽・演劇・バレエの公演を鑑賞するなら…

町田フィルハーモニー交響楽団ウェブサイト　http://www.mpso.jp/

全国町田ピアノコンクールウェブサイト
http://homepage3.nifty.com/machicon/

まちだ全国バレエコンクールウェブサイト（NPO 法人町田市芸術協会
ウェブサイト）http://www.machida.or.jp/art/index.html

音楽座ミュージカルウェブサイト　http://www.ongakuza-musical.com/
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ふ
と
気
づ
け
ば
、

街
を
流
れ
る
ア
ー
ト
の
風

風景が変わる。―インスタレーション系―見たこともない「かたち」。―オブジェ系―

町
田
は
知
ら
れ
ざ
る
屋
外
彫
刻
の
宝
庫
！

風
景
を
変
え
、
街
の
見
か
た
を
変
え
て
く
れ
る

ア
ー
ト
に
会
い
に
、
さ
あ
出
か
け
よ
う
！

彫刻噴水・シーソー
1989 年 / 飯田善國

（芹ヶ谷公園）

トキオコシ
1990 年 / 平野杏子

（芹ケ谷公園）

自由民権の像
1998 年 / 三橋國

くにたみ

民
（薬師池公園）

my sky hole 88-4
1988 年 / 井上武吉

（芹ケ谷公園）

開かれた宇宙
1990 年 / 高橋清

（芹ケ谷公園）

地球断面－森のスポット－
1997 年 / 星野敦

（京王相模原線多摩境駅）

風のモニュメント
1999 年 / 株式会社近代造形

（小山田桜台 11 号緑地）

シティーゲート
1983 年 / 黒川紀章

（JR 横浜線町田駅）

動く彫刻
1980 年 / 伊藤隆道

（JR 横浜線町田駅）

オメガ形の中に彼は憩う
1990 年 / 二田原英二

（町田市立総合体育館）

水の大地
1994 年 / 児玉士洋

（金井関山川島緑地）

机上の祭壇
2002 年 / 高田吉朗

（生涯学習センター）
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見
つ
け
た
！

町
田
の
「
ス
ゴ
変
」
屋
外
ア
ー
ト

突
然
ニ
ョ
ッ
キ
リ
！

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル

　

え
、
な
ん
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
？　

そ
う
、
い

き
な
り
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
が
ニ
ョ
ッ
キ
リ
生
え
て

い
る
街
、
そ
れ
も
町
田
で
す
。

　

い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
。　

　

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
そ
の
顔
に
癒
さ
れ
に
、
み
ん
な

お
い
で
お
い
で
〜
。

福
を
探
し
て
街
歩
き

町
田
七
福
神JR 町田駅

小
田
急
線
町
田
駅

町田東急
ツインズ

109

原
町田
大
通り

●

●

●ミーナ町田

芹ケ谷公園

弁財天
（母智丘神社）

毘沙門天
（浄運寺）

大黒天
（町田駅）

布袋尊
（宗保院）

福禄寿
（町田商工会議所）

寿老人
（勝楽寺）

恵比寿神
（町田天満宮）

❶

❷

❹

❺
❻

❼

❸

さまざまな「顔」。―人物系―

立
た た

ずむ人
1994 年 / 本田貴

たかひろ

侶
（金井関山川島緑地）

惜春
2000 年 / 綿貫ひろ子

（薬師池公園）

若い女・シャツ
1989 年 / 佐藤忠

ちゅうりょう

良
（町田市役所）

であい
1990 年 / 六崎敏光

（中央図書館）

きぼう（町田市民病院）

風かもめ（FY-17TWF2）（町田市民病院）

夏之朝（ふれあいいちょう館）

大地の詩（ケアセンター成瀬）

 旦
あした

（町田市役所）

湖畔の女（町田市役所）

THE IMAGINARY CIRCLE（忠生公園）

伊達冠石彫刻（金井関山川島緑地）

町田市民文学館ことばらんど
町田市ゆかりの文学者の資料が集まる、
市民文学活動の拠点！
■住所：町田市原町田 4-16-17　■電話：042-739-3420
■アクセス：JR 横浜線町田駅町田ターミナル口から徒歩 8 分
　　　　　　小田急線町田駅東口から徒歩 12 分
　　　　　　町田市立中央図書館から徒歩 3 分
■開館時間：9：00 ～ 22：00
■休館日：毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）、毎月第 2 木曜日（祝日の

場合はその翌日）、年末年始（12/29 ～ 1/4）、特別整理日など
■ウェブサイト：http://www.city.machida.tokyo.jp/bunka/bunka_

geijutsu/cul/cul08Literature/index.html

町田市フォトサロン
写真展や講座などで市民の
写真芸術活動を支えています！
■住所：町田市野津田町 3272 薬師池公園内
■電話：042-736-8281
■アクセス：町田駅 21 番バス乗り場「本町田経由鶴川駅行き」、
　　　　　　または「本町田経由野津田車庫行き」バスで「薬師池」下車。
■開館時間：9：30 ～ 16：30
■休館日：毎週火曜日（祝日の場合はその翌日）、年末年始（12/29～1/3）
■ウェブサイト：http://www.city.machida.tokyo.jp/bunka/bunka_
　　　　　　　　geijutsu/cul/photo.html

まだある！屋外彫刻

町田駅付近にある屋外彫刻

まだある！町田の文化施設
JR 町田駅

小
田
急
線
町
田
駅

町田東急
ツインズ

原
町田
大
通り

●

●ミーナ町田

芹ケ谷公園

子どもセンターぱお

JR 横浜線町田駅前

●シティーゲート
●動く彫刻

芹ヶ谷公園

●彫刻噴水・シーソー
● my sky hole 88-4
●開かれた宇宙
●トキオコシ

原町田大通り

●静と動
●明けゆく

市立中央図書館

●であい
●「アポリネール記念碑」のための習作
●笛吹き少年
●肩車
●「詩人」「心に魅かれるもの、それは…」

町田市民文学館ことばらんど

●瓢孤粛々

生涯学習センター

●机上の祭壇

　

さ
、
買
い
物
の
あ
と
何
し
よ
う
？
い
つ
も
と
違

う
散
歩
は
い
か
が
？
原
町
田
に
は
七
福
神
が
隠
れ

て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
神
様
に
お
参
り
す
れ
ば
、

幸
せ
に
な
れ
る
、と
か
な
ん
と
か
。
少
な
く
と
も
、

歩
い
て
健
康
に
な
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
し
。

大地沢青少年センター




